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２０１８年度 第１回運用容量検討会 議事録 

 

日 時：２０１８年５月１０日（木） １４：００～１４：４０ 

場 所：電力広域的運営推進機関（豊洲ビル）会議室Ａ及び広域本番会議室Ａ（ＴＶ会議） 

出席者： 

坂原 淳史（北海道電力株式会社 流通本部工務部広域システムグループグループリーダー） 

矢口 智 （東北電力株式会社電力 ネットワーク本部電力システム部給電グループ 課長） 

田中 泰生（東京電力パワーグリッド株式会社 系統運用部系統運用計画グループグループ 

マネージャー） 

甲斐 静治（中部電力株式会社 電力ネットワークカンパニー系統運用部系統技術グループ課長） 

川島 渉 （北陸電力株式会社 電力流通部系統運用チーム統括課長） 

高垣 恵孝（関西電力株式会社 電力流通事業本部給電計画グループチーフマネジャー） 

下根 孝章（関西電力株式会社 電力流通事業本部給電計画グループリーダー） 

杉山 弘幸（中国電力株式会社 送配電カンパニー系統技術グループマネージャー） 

正岡 寿夫（四国電力株式会社 送配電カンパニー系統運用部給電グループリーダー） 

髙崎 真司（九州電力株式会社 送配電カンパニー電力輸送本部電力品質グループ長） 

飯塚 俊夫（電源開発株式会社 流通システム部変電・系統技術室総括マネージャー） 

 

事務局 

竹内 浩 （電力広域的運営推進機関 運用部長） 

大川 修司（電力広域的運営推進機関 運用部広域調整グループマネージャー） 

松尾 工 （電力広域的運営推進機関 運用部広域調整グループ） 

藤田 利和（電力広域的運営推進機関 運用部広域調整グループ） 

大宮 真一（電力広域的運営推進機関 運用部広域調整グループ） 

奥山 孝幸（電力広域的運営推進機関 運用部運用技術グループ） 

黒川 剛志（電力広域的運営推進機関 運用部運用技術グループ） 

中嶋 駿介（電力広域的運営推進機関 運用部運用技術グループ） 

 

配布資料 

資料１－１：連系線の運用容量算出における検討条件について（2019～2028 年度） 

資料１－２：運用容量算出における課題の検討について 

資料２：中部関西間連系線（関西向）における混雑、市場分断発生状況 
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議題１：運用容量の算出について 

〔主な議論〕○検討会 ●事務局 

 

・連系線の運用容量算出における検討条件について（2019～2028 年度） 

事務局から資料１－１の説明後、議論を行った。 

 

●：４月２日から４月１３日まで、検討条件案に対する要望を募集したが、特に要望は無かった。

従って、今年度の検討条件はこの案の通りとする。 

 

・運用容量算出における課題の検討について 

事務局から資料１－２の説明後、議論を行った。 

 

●：今年度の課題の周波数上昇限度の考え方の整理に関して、本日の１２時から１３時の断面にお

いて、中国九州間連系線の運用容量の運用制約が初めて周波数上昇制約となった。太陽光のピ

ークと真昼の需要減少が重なったためであり、今後、太陽光発電の接続量の増加や、太陽光の

発電量が増加する時期を迎えるため、頻度が増す懸念がある。このため、検討のスピードアッ

プをはかる必要があると感じている。 

○：問題意識について承知し、検討を進めている。早めにご相談させていただきたいため、よろし

くお願いする。 

 

●：ＥＰＰＳの織込みの整理については、昨年度はＦＣのＥＰＰＳの整定の検討等もあることか

ら、東京と中部が幹事をしたが、今年度は中西地域全体の周波数低下に関する考え方の整理が

必要と考える。継続課題の「需要想定方法の整理」にも関係するため、関西が幹事をすること

でよいか。 

○：よい。 

 

●：フリンジの算出方法の見直しについては、近年、フリンジが大きくなってきているように感じ

ており、急増した太陽光等の変動電源の影響があるかどうかなど、分析する価値はあると考え

ている。 
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議題２：その他 

〔主な議論〕○検討会 ●事務局 

 

・中部関西間連系線（関西向）における混雑、市場分断発生状況について 

事務局から資料２の説明後、議論を行った。 

 

●：２０１７年１０月より運用容量を見直す際に想定した「中部関西間連系線の混雑と市場分断の

発生率」について、１０月から２０１８年３月までの発生実績を調査した。その結果は、当初

の想定どおりであるが、今後も引き続き、混雑と市場分断の発生実績を注視していく。 

 

以上 

 


